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連
合
会
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高
　
木
　
四
　
郎

　
皆
さ
ま
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
民
生
委
員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
給
与
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
社
会
奉

仕
の
精
神
を
も
っ
て
地
域
の
福
祉
向
上
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
職
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○ 

住
民
の
生
活
状
態
を
必
要
に
応
じ
て
適
切
に
把
握
し
て
お
く

こ
と

○ 

援
助
を
必
要
と
す
る
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
生
活
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と

○ 

援
助
を
必
要
と
す
る
者
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
、
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ

と
○ 

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経
営
す
る
者
又
は
社
会
福

祉
に
関
す
る
活
動
を
行
う
者
と
密
接
に
連
携
し
、
そ
の
事
業

又
は
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

○ 

社
会
福
祉
法
に
規
定
さ
れ
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
（
以
下

「
福
祉
事
務
所
」
と
い
う
）
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
の
業
務

に
協
力
す
る
こ
と

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
前
項
の
職
を
行
う
ほ
か
、
必
要
に

応
じ
て
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

要
約
す
る
と
『
気
づ
く
、
気
づ
い
た
ら
つ
な
ぐ
、
つ
な
い
だ
ら

見
守
る
。
ま
た
つ
な
ぎ
先
を
増
や
す
、
つ
な
ぎ
先
を
増
や
す
た

め
に
は
、
日
常
か
ら
各
機
関
と
連
携
・
協
働
を
深
め
る
』

地
域
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
関
心
・
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
、
住
民
相
互
が
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
常
日
頃
か
ら
地
域
を
つ
な
ぐ
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
災
害
時

に
は
住
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
心
が
綺
麗
に
な
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。

令和６年度総会にて令和６年度総会にて
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滋賀県守山市中洲学区
民生委員児童委員協議会との交流会 10 月 31 日

 連合会副会長　岩本　悦信

　令和6年能登半島地震にて被害に遭われた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。地震と大雨、まさか1年もた

たないうちに2度も大災害に見舞われ、地震から復旧を進めていた方々の心が折れないことを願うばかりです。

　10月31日、北潟公民館にて「能登半島地震の被害と災害対応」について滋賀県守山市中洲学区民生委員児童

委員協議会と本市民生委員児童委員協議会連合会が意見交流会を行いました。本市民児協連合会では「災害時ひ

とりも見逃さない運動」を掲げています。避難が困難な方の支援という同じ志をもつ民生委員として多くの課題

について対応を話し合いました。日頃の民生委員活動が災害時の支援に繋がります。災害後の長期にわたる避難

所、在宅避難、仮設住宅での配慮、そして復旧・復興期においても、住まいやライフラインだけではなく、消費

生活・就労・育児・教育・社会活動・医療福祉など多くの事柄があって普段の暮らしが成り立っています。支援

の必要な方に支援が届くように被災者の心に寄り添い、各方面の専門職との連携が期待されます。フェニックス

と呼ばれた福井。戦後、焼け野原の復興の後、更なる福井震災に負けずに見事に復興しました。先人達に学んだ

ことは、「決して倒れないことではなく、倒れるたびに起き上がること」です。隣人である滋賀県の民生委員・

児童委員との出会いと学び合い、共に連携し、課題解決に向けて話し合うことができて有意義な意見交流会とな

りました。
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障がい者障がい者

福祉部会福祉部会

　東部地区においては、「人権の花運動」に協力し、小学生とプランター

に花を植えました。また部会研修では、障害者手帳制度について理解

を深めました。

　西部地区においては、あわら病院の奉仕作業を行いました。

東 部 西 部

「障がい者福祉部会活動で感じたこと」

 住田　達映

　パリパラリンピックでは障がいのあるアスリートが全力を尽くして大会に

挑んでいました。メダルを取るために日々の練習を重ね努力してきた姿には

敬意を表するとともに、凡人の私には大いなる励みを与えてくれました。

私は民生委員・児童委員5年目で、現在障がい者福祉部会に所属しています

が、何ができるのかまだつかめないでいます。身近に障がい者がいないわけ

ではありません。障がいがある方とその家族の方々の苦労を耳にしますが、

行動として何も起こしていないのが現状です。これまでも施設への訪問をし

てきましたが、それがどの程度の励ましになっているのか？高齢者宅訪問の

ような気軽な訪問ができないという意識が委員としてダメなのかもしれませ

ん。障がい者の方も家族の方も、普通の生活が送れるように関係機関とのつ

なぎ役として努力していかなくてはいけないのでしょう。

「何か出来れば」

 山田　裕司

　障がい者福祉部会に属し、関係施設行事のお手伝い

や、盲学校やろう学校の見学会にも参加させていただき

ました。前向きな気持ちというより興味本位の出席でし

たが、参加したことで接点が無かった障がい者の方の

「普段」を知ることができました。そして何より、関係

者の方の大変さと熱意を目の当たりにし、自分も「何か

出来れば」と思いました。能力も無く直接的なお世話は

できませんが、間接的にでも応援ができればと思いま

す。

人権の花運動協力5月14日 あわら病院 奉仕作業6月 9日

部会研修
（障害者手帳について）6月12日

～部会活動を通して感じたこと～
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児 童児 童

福祉部会福祉部会

「高齢者宅への訪問活動」

 児玉　　強

　初めての民生委員・児童委員として、一人暮らしの高齢者宅

への訪問活動を重点に行ってきました。当初は、会話も弾まず

なかなか打ち解けてもらえませんでした。しかし、部会活動を

通じて各関係機関の講習や専門家の話を聞くことで会話のバリ

エーションも増え、信頼関係が築けてきたように思います。

　１月１日の能登半島地震の際、発生直後に要支援者宅の安否

確認に回ったところ、皆さんよほど心細かったのか「あんちゃ

ん、ありがとうの」等、喜びや感謝の言葉をいただき、私の方

が嬉しく思った次第です。今後も民生委員・児童委員の活動を

通じて、地域社会の貢献や人々の支援に携わることで、地域の

人たちとの絆を深め、共に成長し合えたらと思います。

「活動を通して感じたこと」

 辻󠄀田　悦子

　民生委員・児童委員を拝命して1年11か月が経とうと

しています。1年目は何も分からずただ活動に参加する

だけで精一杯でした。読み聞かせは、子供たちの笑顔に

元気をもらい、また高齢者施設へのプレゼント作りは、

細かい作業に感心し出来上がった時の喜びは計り知れな

いものがありました。

見守り活動の初めの頃は大変でしたが、今では笑顔で迎

えてくださり私の方が元気をいただいています。未熟な

私ですが、これからも地域の方に寄り添った活動を行っ

ていきたいと思っています。

部会研修
（児童との関わり方について）8月10日

部会研修
（スクールソーシャルワーカーの現状について）9月14日

あいさつ運動
（各小学校にて）8月27日

東 部

　東部地区においては、部会研修として児童との関わり方やスクール

ソーシャルワーカーの現状と課題について学びました。

　西部地区においては、各小学校で「あいさつ運動」を実施し、民生委員・

児童委員の活動についても周知しました。

～部会活動を通して感じたこと～

西 部



（5）　令和６年11月15日(金) あわら市民生委員児童委員だより  ふれあい 21号

　東部地区においては、部会研修として介護保険制度についての研修

を実施しました。

　西部地区においては、介護施設へ友愛訪問を行いました。訪問時に

は、委員が作成したプレゼントを利用者の方へお渡ししました。

高齢者高齢者

福祉部会福祉部会

「高齢者見守り活動」

 平野　ひとみ

　毎月高齢者宅を訪問しています。元気にスポーツク

ラブや体操教室に通われている方もいます。ある方

に、介護保険制度を利用された方が良いのではないか

と思いお話をすると、ご本人はまだまだ大丈夫と思わ

れていて、なかなか難しい面もあります。また昨年か

ら福祉推進員さんとサロンを始めています。これから

も地域の高齢者のお役に立てるよう頑張ってまいりま

す。

「孤立老人の今一番必要なこと？」

 山岸　嘉郎

　今年も連日、熱中症アラートの警報が出ておりクー

ラーは常時利用すること、と報道されています。孤立化

している高齢者はよく「電気料金は高くて、1人で使う

のは・・・」と言われます。そこで波松区では、6月か

ら集落センターを高齢者の憩いの場所に、週２回午前９

時から午後４時まで開放しています。常時10数名集まり

「モミジ会」を結成しました。会の活動は、これまでに

大正初期の古地図作成、ジャズピアノの鑑賞会や「嫁お

どし」の朗読会などを行い、会員は楽しく過ごしていま

す。このような集いが今、孤立高齢者にとって必要不可

欠であると確信しています。

部会研修
（介護保険制度について）8月 8日 芦原メロン苑友愛訪問9月11日

東 部 西 部

～部会活動を通して感じたこと～
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委員の活動紹介委員の活動紹介委員の活動紹介

敬愛こども園敬愛こども園

絵本読み聞かせ絵本読み聞かせ

タオル・オブジェ贈呈（各施設へ）タオル・オブジェ贈呈（各施設へ）

東部地区県外研修東部地区県外研修
国立療養所 長島愛生園①
国立療養所 長島愛生園①

東部地区県外研修東部地区県外研修

国立療養所 長島愛生園②国立療養所 長島愛生園②

伊井さつきまつり協力伊井さつきまつり協力

ハスの実の家クリーン大作戦
ハスの実の家クリーン大作戦
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民生委員・児童民生委員・児童民生委員・児童

市防災安全対策室との意見交換会
市防災安全対策室との意見交換会

作業部会（リース作り）作業部会（リース作り）

熱中症予防ドリンク配布（見守り世帯へ）熱中症予防ドリンク配布（見守り世帯へ）

こども食堂協力こども食堂協力

ハスの実の家 海風フェスタ協力①ハスの実の家 海風フェスタ協力① ハスの実の家 海風フェスタ協力②
ハスの実の家 海風フェスタ協力②
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毎
日
忙
し
い
な
か
で
地

道
に
活
動
を
続
け
て
い
る

委
員
の
皆
さ
ま
ご
苦
労
様

で
す
。

　

本
号
に
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
写
真
の
数
々

に
励
ま
さ
れ
ま
す
。

　

委
員
活
動
は
地
道
で
苦
労
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
本
号
が
活
動
の
一
助
に
な
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
皆
さ
ま
の
益
々
の

御
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
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受
賞
お
め
で
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ご
ざ
い
ま
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令
和
６
年
度
全
国
民
生
委
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児
童
委
員
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合
会
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長
表
彰
（
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
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委
員
表
彰
）

　

中
嶋 
秀
行

◆ 
令
和
６
年
度
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
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長
表
彰
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民
生
委
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児
童
委
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功
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彰
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令
和
６
年
度
児
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福
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２
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幸
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次
郎
丸
、
御
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児
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清
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鎌
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ヶ
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央
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姫
）

木
下　

信
子 

古
（
大
溝
）

仁
川　

和
美 

古
（
市
姫
）
（
大
溝
）

上
谷　

尚
美 

新
用
、
馬
場

主
任
児
童
委
員 

金
津
地
区
全
域

西
川　

清
美

能
美　
　

進

芦
原
地
区
（
西
部
地
区
）

市
野　

三
郎 

舟
津
温
泉
５
～
９
・
13
・
15
～
18

西
田　

信
之 

舟
津
温
泉
１
～
４
・
10
～
12
・
14

阿
部　
　

博 

二
面
温
泉
１
～
８

田
中　

昭
俊 

二
面
温
泉
９
～
16

寺
下　

良
雄 

二
面
温
泉
17
～
24

　
　
　
　
　

 

二
面
温
泉
25
～
30

山
田　

裕
司 

田
中
温
泉
１
～
８
・
14
～
18

斉
藤　

節
子 

田
中
温
泉
９
～
13
・
19
～
22

増
木　

眞
二 

東
温
泉
１
～
６

増
木　

里
美 

東
温
泉
７
～
12

山
﨑　

義
直 

西
温
泉

菊
地　

治
男 

舟
津

岩
本　

悦
信 

二
面
７
～
14
・
17
～
18

角
脇　

弘
實 

二
面
１
～
６
・
15
・
16
、
牛
山
、
松
影

坪
川　

要
一
郎 

国
影
、
新
成

辻��
田　

悦
子 

井
江
葭
、
横
垣
、
宮
王
、
桜

近
藤　

葉
子 

重
義
、
番
田
、
田
中
々
、
堀
江
十
楽
、
布
目

三
上　

慶
子  

轟
木
、
新
田
、
東
善
寺
、
谷
畠
、

 
 

上
番
、
根
上
り

清
水　

成
子 

仏
徳
寺
、
御
鷹
、
光
明
、
翠
明

齋
藤　

清
志 

中
番

北
嶋　

ま
り
子 

下
番
、
玉
木

前
川　

明
美 

河
間
、
河
水
苑
、
宮
前
公
文

近
藤　

浩
子 

北
本
堂
、
角
屋
、
中
浜

見
澤　

昌
純  

北
潟
東
、
富
津

佐
賀　

繁
次 

北
潟
西
、
赤
尾

坪
田　

邦
江 
浜
坂

山
岸　

嘉
郎 
波
松
、
城
、
城
新
田
、
十
三
、
番
堂
野

主
任
児
童
委
員 
芦
原
地
区
全
域

小
西　

の
ぶ
子

森
川　

由
喜
惠

（
令
和
６
年
10
月
１
日
現
在
）

※
任
期
中
に
委
員
が
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

任期　令和４年12月１日〜令和７年11月30日

あなたの地区の民生委員児童委員・主任児童委員


